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（別紙様式）
都道府県番号 ４０
都道府県名 福 岡 県

（①□ ②□ ③□）
Ⅰ．学校名及び規模

大木町立大溝小学校（フロンティアスクール）
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数特殊学級

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ３ １ １４
児童数 ７７ ６４ ６０ ７６ ６５ ８２ ３ ４２７ １９

Ⅱ．実践研究の概要（主題（テーマ）及び設定の趣旨）
＜研究主題＞ 「わかる・できる喜びを実感する子供を育てる学習指導」

～ 評価規準を活用した授業づくり ～
＜主題設定の理由＞
子供達が学習に取り組むとき、教師は「学習がわかった 「できた」と実感できる」

。 、 「 」よう授業を工夫する しかし 一つの学習教材で同じように授業を進めても わかる
「できる」と実感できる過程は、子供によって違ってくる。これは、一人一人の子供
が指導要領の内容を習得する過程には、速さの違いや方法の違いなどが存在するから
である。また、学習指導要領の内容を超えることができる子供にとって「わかる 「で」
きる」といった実感は、更に詳しく学べたといったことで得られる。そこで、指導要
領の内容を理解することを最低基準のＢ基準と考え、評価規準をもとにして一人一人
の子供に形成的評価を行うことを考えた。このことにより、Ｂ基準に到達できない子
供には到達するための支援を、Ｂ基準に到達している子供にはさらにＡ基準に伸びる
よう個に応じた支援を行うことができ、どの子供にも「わかる 「できる」喜びを実」
感させることができると考えた。

Ⅲ．実践研究の内容について
（ⅰ）研究体制の工夫
○研究テーマと実践方法をもとにした指導の改善視点
本校研究の改善視点は、
①評価規準作成までの手順を明らかにし、評価規準を生かした「補充・発展的な学習」の
考え方を明確にしたこと。

②「補充・発展的な学習」の具体的な方法を明らかにしたことにある。
研究テーマ「わかる・できる喜びを実感する子供を育てる学習指導」における「わかる

・できる喜びを実感する子供」とは 「基礎的・基本的な知識・技能 「思考力、判断力、、 」
表現力などの問題解決能力 「関心・意欲・態度」といった学力を確かに身につけた子供」
の姿である。確かさとは学習指導要領の内容を最低基準のＢ基準とし、すべての子供に定
着・強化させることであるとともに、Ｂ基準に到達している子供には、さらに自分の学力
を深化させたり、拡張させたり、転移させたりし、Ａ基準をめざすことである。この研究
テーマを達成するために 評価規準を活用した授業づくり を方法として考えた この 評「 」 。 「
価規準を活用した授業づくり」には、大きく〈指導内容の明確化〉と〈指導方法・体制の
工夫〉といった２つの柱がある。
〈指導内容の明確化〉とは、評価規準を作成するために必要な教科の内容分析である。こ
のことにより、学習単元で「何を学ぶか 「そのためにどのように評価するか」といった」
ことが明らかになる。また 〈指導方法・体制の工夫〉とは、評価後の学習活動の手だて、

。「 」「 」 。である どのような学習を仕組むか そのための方法は といったことが明らかになる
このことを集約すると図 のようになる。1
つまり、学習を進めていく上で形成的評価をもとにすると図２のように子供への支援と

しての補充・発展的な学習があると考えることができた。また、Ｂ基準に到達できない子
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供への支援としての学習はその子供の学習状況に応じて、内容を理解するための補充的な
学習から確実な習得を図るための学習へと進めていくことが必要ということも指導の改善
として明らかになった。

（ⅱ）実践研究の報告 ～指導の改善事例～
○理科 第６学年「電磁石のはたらき」
○指導の改善視点をもとにした学習計画作り
①評価規準作成と「補充・発展的な学習」の考え方

〈指導内容の明確化〉
（補充）定着・強化

教科の基礎･基本の分析 → 評価規準の作成 → 形成的評価 →
（発展）深化・拡張・転移

〈指導方法・体制の工夫〉
（補充） ･ （学習形態） （指導体制）く り 返 す 具 体 化 す る

形成的評価 → → 課題別･習熟度別 等 → 担任･ＴＴ･少人数.
ふやす 詳しくする 作りだす（発展） ･ ･

図１ 指導の改善視点

＜評価＞ ＜ねらい＞ ＜意味＞ ＜方法＞

内容の理解 定着 具体化する
Ｂ規準不十分（補充）

内容の確実な習得 強化 くり返す
形成的評価

内容を広げて 拡張 ふやす
Ｂ規準到達 （発展） 内容を深めて 深化 詳しくする

内容を進化させて 転移 作りだす

図２ 形成的評価から補充・発展へ

ア関心・意欲・態度 イ 科学的な思考 ウ 技能・表現 エ 理解・知識

①電磁石の磁力に関 ①電流を流す前と流 ①電流の流れている
心を持ったり、電磁 しているとき、電池 巻き線は、鉄芯を磁
石を進んで作ったり の極を変える前と変 化する働きがあり、
しようとする。 えた後を比較し、磁 電流の向きが変わる

具 つ 石の性質と極性の変 と、電磁石の極が変
か 化から電流の働きと わることを理解する

体 む 磁力を関係づけるこ ことができる。
とができる。

的 ●電流を流している巻き線は、鉄芯を磁化する働きがあり鉄芯を入れることで磁力が強
（発展：科学的な思考）まると考えることができる。

な
②巻き数、電池の数 ①電磁石の強さの変 ②電磁石の強さを変

評 の条件を制御し実験 化をクリップの数で 化させるためには、
調 の計画を立て、条件 記録したり、流れる 電 流 の 量 を 変 え た

価 べ を変化させる前と変 電流の量を電流計で り、巻き数を増やし
る 化 さ せ た 後 で 比 較 測って記録したりす たりすれば変化する

規 し、結果を考察する ることができる。 ことを理解できる
ことができる。

準 ●巻き線の太さや巻き幅について調べた実験結果と、電池の数や巻き数の実験結果を関
（発展：科学的な思考）係付けて、磁力を強める要因を考えることができる。

②電磁石を利用した ②モーターやベルを
生 モーターやベルなど 作ることができる。
か のものづくりを進ん
す でしようとする。

図３理科「電磁石のはたらき」における評価規準例
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本単元では、学習内容を「電流の
働き」と「働きを強くする要因」に
ついて、それぞれの内容を学習した
後、形成的評価をもとにした補充的
な学習・発展的な学習を仕組んでい
った。
＜働きを強くする要因＞の学習事例
教科の内容を分析した結果、電磁

石の働きを強くするためには、電流
の量を大きくする場合と巻き線を重
ねることにより電磁石の働きが強く
なることを子供たちに身に付けさせ
ることがＢ基準と考えられた。その
ため教科書では 「電池の数を増やし、
電流の量を強くする」ことと「巻き
数を増やし働きを強くする」ことが
実験方法として挙げられている。そ

こで、形成的評価として「電池の数２個・巻き数２００回よりも磁石の働きを強くするた
めにはどうすればよいか」という問いに対して「電池の数を３個以上に増やしたり、巻き
数を２００回より多くする」と答えられない子供には補充的な学習で「強化」をする。ま
た、到達している子供には発展的な学習で、他の「巻き幅 「巻き線の太さ」などの要因」
にも目を向けさせ「深化」させることができると考えた。
②「補充・発展的な学習」の具体的な方法（図４）
補充的な学習「強化」の具体的な方法は、電池の数を２個から３個へ増やしたり、巻き

線を、２００回巻きから３００回巻きへ増やしたりして、内容を繰り返す学習を行った。
、 「 」 、 「 」また 発展的な学習 深化 の具体的な方法は 電流の働きに着目させる 巻き線の太さ

や巻き線の重なりに着目させる「巻き幅」についても調べ、今までの「電池の数 「巻き」
数」と関係づけて電磁石を強くする要因をまとめていく学習を行った。このことによりど
の子供も学習指導要領の内容を明確につかむことができていった。
（ⅲ）成果と課題
○成果
本校の研究における成果は、どの子供にも「わかる・できる喜びを実感」できるように

なったことである。特にそのための方策として評価規準を生かし、補充的な学習と発展的
な学習の意味を本校なりに「定着 「強化 「拡張 「深化 「転移」としてとらえ。その」 」、 」 」
ための方法として「定着」の子供には具体物を使った支援 「強化」の子供には繰り返し。
学習 また 拡張 の子供には対象を増やす 深化 の子供には詳しく調べさせる 転。 、「 」 。「 」 。「
移」の子供には、新たに内容を創り出すと明確にできたことが成果である。
●課題
評価規準を生かすと子供たちの学習方向を教師が意図的に指定することになるがちであ

る。子供の学習したい内容と教師が子供に願う学習内容が一致しないとき、子供の意欲は
、 。 、 、減退し 学習内容に対しての指導効果が薄れる しかし 子供の意欲だけを重んじた場合

学習内容の確実な定着に至らぬ場合がある。子供の自己評価活動と教師の形成的評価がう
まく一致するような方法を新たに見いだす必要がある。
（ⅳ）成果の普及方策
本校の研究を他校に普及させるために２００名近くの先生方を招き「実践交流会」を行

った。交流会の内容は、授業公開と研究内容の公開及び多くの先生方の率直な疑問や研究
に対する意見交換を行う分科会である。どの分科会でも補充的な学習と発展的な学習に至
るための評価のあり方についての意見が多く出され、本校の意見を伝えることで次年度各
学校が実証できるようにした。

図４ 補充・発展学習の例
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